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道路は、一定の寸法や重量の車両が通れるように造られており、特殊車両は、許可され

た重量や寸法条件を遵守する場合に限り通行することができます。しかし、許可条件を違

法に超過した特殊車両は、本来道路が保有する寿命を著しく縮めることにより、補修費用

の負担を増大させ、また、死亡事故等の重大事故を誘因するなど社会経済に大きな影響を

与えています。このため道路の構造の保全、交通の安全確保を図ることを目的に村上警察

署と合同で指導取締りを実施するものです。 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

     
 
 

同時発表記者クラブ  問い合わせ先 

 新潟県政記者クラブ 

 新県政記者クラブ 

新潟日報社（村上支局） 

 村上新聞社 

 いわふね新聞社 

【特殊車両の通行許可に関すること】 

国土交通省 北陸地方整備局 羽越河川国道事務所 

           道路管理課長  武藤 正広 

TEL ： 0254-62-3211（代） 

【過積載に関すること】 

新潟県警察 村上警察署 交通課長  高橋 克行 

TEL ： 0254-52-0110（代） 

特殊車両と過積載車両の指導取締りを実施します 
～国民の財産である道路を守り、交通の安全を確保します～ 

 

取締日時：平成２７年１０月１５日（木）１４時００分～１６時００分（雨天中止）  

取締場所：国道７号 上大鳥チェーン着脱場「村上市上大鳥字下川原地先」(裏面参照) 

実施内容：■道路管理者による特殊車両を対象とした道路法による取締り 

     ■村上警察署による過積載を対象とした道路交通法による取締り 

橋の裏面の様子 
（床版のひび割れ） 

 

０．３%の重量を違法に超過した大型車両※が道路橋の劣化に与える影響は全交通の約９割を占め、 

一部の違反車両が道路を劣化させる主要因となっている。※車両総重量 20t を超える違反車両 

 

⇒軸重２０トン車が道路橋に与える影響は、軸重１０トン車の約４，０００台に相当 

舗装のひび割れ 【図：道路橋の劣化に与える

影響】 



●補足資料 
 
◎ 道路法に基づく車両の制限 

道路は一定の構造基準により造られています。そのため、道路法では道路の構造を守り、交通の危 

険を防ぐため、道路を通行する車両の大きさや重さの最高限度を次のとおり定めています。この最高限

度のことを「一般的制限値」といいます。（道路法第 47 条 1 項、車両制限令第 3 条） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 
 
 
 
 
 
 
～重量が基準の 2 倍以上の悪質違反者に対する即時告発の実施～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈取締りの様子〉 

  国等が実施した実験結果によると、道路橋の劣化に与える影響については、軸重 20t

の車１台が 10t 車の約 4,000 台相当となり、全走行車両のわずか 0.3%の重量を違法に超

過した大型車両が、道路橋の劣化の約 9割以上を引き起こしています。 

  そのため、これまで違反で重大交通事故を発生させた者や指導にも係わらず違反を繰

り返す常習違反者等を対象に告発をしてきましたが、今後は、特に基準の 2 倍以上の重

量超過の悪質違反者に対しては、現地取締りで違反を確認した場合に、その事実をもっ

て告発を行うなど、違反者に対する更なる取締り等を強化することとしています。 
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日本海東北自動車道 


